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エナクトメント
精神分析の新しい考え方
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エナクトメントは，現代の精神分析において非常
に重要な概念である。精神分析の鍵概念は，「最初
に障壁があり，それを乗り越えるため，治療因子と
していく」（妙木，2023）という歴史の中で育まれ
てきた。フロイトがヒステリーの患者との仕事から
見出した「抵抗」と「転移」も，その次の世代がよ
り重症な患者との仕事から見出した「逆転移」も，
初めは治療の妨げと考えられ，時間をかけて治療に
欠かせない道具立てに成長した。エナクトメントは，
このような精神分析における「妨げ」と「有用性」
の逆説の系譜に連なり，上記三つの概念を発展的に
継承することを期待されているが，それだけに論争
が多く定義が難しい。

エナクトメントという用語を明示した議論が盛ん
になったのは，セオドア・J・ジェイコブズの『逆
転移のエナクトメントについて』（本書105頁）が
出版された1980年代後半からである。本書の原書
はその流れの中で1998年に出版され，14編の論文
が収録されている。編者でもあるエルマンは，第1
章をフロイトの臨床を考察することから始める。症
例ドラにおいてフロイトが見出したのは転移であっ
たが，エルマンはそこにフロイトとドラの相互作用
によるエナクトメントを見る。さらに古典として，
アクティング・アウトを扱ったグリーネーカーの
1950年の論文と，役割－応答性を扱ったサンドラー
の1976年の論文が続く。こうして私たちは，エナ
クトメント概念の源流を辿ることができる。

後半は，ジェイコブズ論文以降のエナクトメント
との格闘を知ることができる。エナクトメントを論
じる時，重要な次元がいくつかあるようだ。それ
は，「言葉」対「行動」，「失敗」対「治療的」，「患
者由来」対「治療者由来」（あるいは「転移」対「逆

転移」）という諸次元である。所収の論文にはそれ
ぞれ臨床素材があり，多くの場合，膠着状態に陥り，
何かをきっかけにエナクトメントが気づかれて次の
段階が開かれる。「何か」と書いたが，チューズド
が子どもとの仕事を通して，エナクトメントは「罪
悪感ではなく強い興味をもって受止められるならば」
分析過程の一部となりうる（175頁）と述べている
ことは示唆的である。すなわち，患者が発していて
既にそこに繰り返し現れているものがあり，臨床家
自身がそれに対して何を感じているか，その感じが
何に由来するか，患者と自分の間で何が起きている
か，そういったことに対して，臨床家が「強い興味

（curiosity）」をもち，心を開けば，これまでと違っ
た風景が見えるという過程である。

本書の翻訳はとても丁寧で読みやすく，訳者のお
二人のご苦労に心から感謝申し上げたい。現代精神
分析の臨床と理論について，私たち一人ひとりが討
論に加わることのできるやり方で理解するために，
ぜひ熟読したい本である。
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